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WWF モニタリング報告書 2006 年 6 月：アジアパルプアンドペーパー（APP） 
 

WWF インドネシア 
 

はじめに 
 

WWFインドネシアは 1999 年より、スマトラ島リアウ州で生物種と森林の保護活動を行っている。WWF
は、リアウ州に残された自然林の運命を決める際には、「予防原則に則ったアプローチ」を採るこ
とを提言している。このアプローチは、政府、企業、コミュニティーグループなど自然林の皆伐に
直接関わる関係者、また、リアウ州のパルプ工場に由来する紙製品や、リアウ州産のパームオイル
を購入・使用する全ての企業など、全ての関係者によって支持されなければならない。このアプロ
ーチでは、全ての自然林転換の許認可発行、自然林の皆伐の前に、対象になる自然林とその周辺に
ある景観の保護価値の調査を必ず行い、高い保護価値を維持、改善するために必要な措置を決定す
る必要がある。そして、保護価値の調査は、自然林が有する生物多様性、主要な絶滅危惧種の生息
地としての機能、下流にある都市や農村に提供する環境調整機能、地元コミュニティーにとっての
文化的、経済的意義などを評価することのできるインドネシアの保護価値の高い森林（HCVF）ツー
ルキット1に基づいて行わなければならない。 
 
WWFと地元のパートナーNGOらは、州内の自然林消失の大きな原因である、アジアパルプアンドペー
パー（APP）社とAsia Pacific Resources International Holdings, Ltd. （エイプリル社）の環
境パフォーマンスをモニターしている。WWFインドネシアは、2 社の活動がリアウ州の自然林の保護
または更なる消失にどう関与するか、定期的に「モニタリング報告書」を発表していく。報告書の
最後には、APP社に対するWWFの要求を記載する。 
 
WWFインドネシアは、この報告書の付属資料として、「リアウ州最後の自然林 – 紙パルプ企業 2 社
がその運命を決定する」と題した背景報告書を発表する。この報告書は、スマトラのリアウ州の自
然林の状態について概観するもので、同州において過去 20 年間に紙、パームオイルという 2 大産
業の発展と関連して加速してきた自然林の消失を記録し、APP社とその競合相手であるエイプリル
社に独占される地元の紙パルプ産業が、どのようにこの自然林消失に荷担してきたかを説明する。
モニタリング報告書および背景報告書は、WWFインドネシアのウェブ上で公開されている2。 
 

スマトラ島における APP 社の操業の規模 
 
APP社は、スマトラ島のリアウ州でパルプ生産量が年間約 200 万トンのパルプ工場、 その隣のジャ
ンビ州で年間約 70 万トンのパルプ工場を経営する。もし、同社がこれら 2 工場に自然林皆伐で得
られる混交熱帯広葉樹（MTH）だけによる原料を供給すれば、毎年約 15.4 万ヘクタール3に及ぶ自
然林が皆伐されることになる。最も現実的な推定によれば現在、APP社のこれらの工場に供給され
る木材の約 70％が混交熱帯広葉樹、残りが植林材である。つまり同社は、2005 年中にリアウ州と
ジャンビ州でそれぞれ 8 万ヘクタール、3 万ヘクタール4の自然林を皆伐して得た木材をパルプにし
たと推定される。8 万ヘクタールの自然林皆伐とは、リアウ州の自然林の平均年間消失量の、2002
年から 2005 年の 50％、2004 年から 2005 年までの 40％に相当する。APP社関連の植林の中には、生
育に失敗している区域もあるため、植林材の使用割合は、今後も直ちには改善しないと考えられる。
つまり、APP社は今後数年間、少なくとも毎年 11 万ヘクタールの自然林皆伐によって木材を供給し
続けると思われるのである。 
 
2005 年には、リアウ州にある679,424 ヘクタールのパルプ材コンセッションがAPP社と直接関係す
る企業に所有されていた（表１の「APP社関連のパルプ材コンセッション」、地図１の赤と深緑の境
界線）。加えて、最大で 545,323 ヘクタールのコンセッションもAPP社とのなんらかの関係を持つと
思われ、APP社はこれらからも木材を調達する可能性がある（表 1 の「2 社との関係が不明なパルプ
材コンセッション」、地図 1 の紫の境界線）。これらAPPと直接関係する、または関係が疑われるコ
ンセッションには、2005 年の時点で、合計で約 51.9 万ヘクタールの自然林が残っていた。リアウ
州全体で行われた予備的なHCVF調査5によれば、州内には大規模な自然林地域が 8 ヶ所あり、これ
らの森林地域は、予防原則に基づいて保護価値の高い森林（HCVF）だと結論される。51.9 万ヘクタ
ールの中には、HCVFと評価されたエリア内にある森も含まれる（地図１）。51.9 万ヘクタールのう
ち、12 万ヘクタール（約 23％）においては、詳細なHCVF調査が行われたところ、HCVFの存在が再

http://www.asiapulppaper.com/
http://www.asiapulppaper.com/
http://www.aprilasia.com/
http://www.wwf.or.id/index.php?fuseaction=news.detail&language=e&id=NWS1151055588


確認されたため、APPはその保全を公約した。しかし、残りの 40 万ヘクタール（77％）についてAPP
社は、皆伐の前に高い保護価値を同定し、保全するための詳細な調査を行うことを拒否している。 
2005 年以降APP社は、これらに加えて新しいコンセッションを入手しているが、そのコンセッショ
ン内にある自然林の量について、WWFはデータを持たない。また、APP社に木材を供給するため、ア
ブラヤシプランテーションのコンセッション内にある自然林が、過去どれだけ皆伐されたか、将来
どれだけ皆伐されるか推定することも不可能である。このように、データが存在する 40 万ヘクタ
ールよりも多くの自然林が、今後APP社によってパルプにされてしまうであろうと考えられる。そ
してそれらの自然林には高い保護価値が存在すると考えられる。 
 
表１－木材植林コンセッション、その中の自然林とAPP社またはAPRIL社との関係。
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*1 エイプリル社が「植林には適していない」と考える 3コンセッションは除いた。 
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（データ元：コンセッション面積（ヘクタール）：州林業局、2004 年と 2005 年の自然林面積：WWF インドネシア、パルプ
工場との関連性：州林業局、エイプリル社、APP 社による公表資料） 

 
 

WWF による APP 社への働きかけ 
 
WWFインドネシアは、2001 年にAPP社との対話を開始、各国にあるWWFオフィスのネットワークは、
多くのAPP社の取引先企業と密接に協議を重ねてきた。2003 年 8 月には、APP社とＷＷＦは同意書6を
締結し、その中でAPP社は保護価値の高い森林（HCVF）の保全と、森林管理からパルプ生産までを
持続可能に行うことを公約した。しかし、2004 年 2 月、APP社が最終的にはHCVF保全を公約せず、
また、信憑性のある持続可能なアクションプランも作成できなかったため、ＷＷＦはこの合意を破
棄した。WWFは、この計画が、HCVFの保全、長期的な持続可能な木材供給、地域住民との社会的紛
争解決における第三者調停者の起用などの重要な観点で不十分だと結論した7。その後、2006 年 6
月 20 日までWWFはAPPとの公的な対話を一切行わなかった。 
 

APP 社による 4 つの森林管理区での HCVF 保全 

http://www.wwf.dk/db/files/letter_of_intent_wwf_app_smg_1.pdf
http://www.wwf.org.uk/News/n_0000001126.asp
http://www.wwf.org.uk/News/n_0000001126.asp
http://www.wwf.org.uk/News/n_0000001126.asp


 
その後 2004 年中には、APP社はリアウ州にある４つの森林管理区において、合計約 12 万ヘクター
ルのHCVFの保全を公約した（ギアム・シアク・ケチルで 72,060 ヘクタール、プラウ・ムダで 34,000
ヘクタール、シアクで 6,872 ヘクタールとセラプンで 7,144 ヘクタール、地図１で深緑の境界線で
示されたコンセッション）。シアクとセラプンにおいては、同社は、まず伐採を一時停止し、それ
から第三者機関に委託したHCVF調査のレポートを公表し、同定されたHCVFの全ての保全を公約した
8。これは、インドネシアで森林転換を行う企業としては初めての、適切な森林管理の模範例だっ
た。2005 年には、APP社は、ＦＳＣ認定の認証機関、レインフォレスト・アライアンスのスマート
ウッド・プログラムに、保全すると公約したHCVFの保全状況についてのモニタリングを 2010 年ま
で行うよう委託した9。WWFは、これらの、第三者機関によるHCVF調査とそのレポート公表、HCVF保
全と長期的モニタリングについての公約を、同社の森林管理活動の改善に向けての大きなステップ
として評価した。 
 
WWFから求められ、スマートウッドは、4 地域のHCVF保全状況の 1 回目のモニタリングの報告書のサ
マリーを 2006 年 6 月末にWWFに送付した。このモニタリングが地元ステークホルダーに対するコン
サルテーションも無しに行われたのは、その 8 ヶ月も前の 2005 年 10 月だった。このサマリーの結
論によれば、4 地域のHCVF（セラプン、シアク、ギアム・シアク・ケチルとプラウ・ムダ）それぞ
れで、HCVF面積の 90%にあたる部分で自然林がひどく破壊されており、60%では自然林破壊が「特に
甚だしい」。またAPP社が、保全を公約したHCVFを全般的には伐採しなかったものの、違法伐採や農
園への転換や火災10からこれらのHCVFを守らなかったことを示している。少なくともHCVFの１ヶ所
と、その周辺にある自然林や保護区では、APP社が植林を行っている泥炭土壌での排水と土壌沈下
の影響が視認可能だという。つまり、APP社は、自ら保全すると公言したHCVFを、適切に管理せず、
劣化するままに放置していると結論される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地図１－1982 年から 2005 年までの自然林消失と木材植林コンセッション。リアウ州に 8 箇所残る大規模な
森林地域：1．セネピス、2．ギアム・シアク・ケチル、3．カンパル半島、4．ケルムタン、５．ブキ・ティ
ガプル、6．テッソ・ニロ、7．リンバン・バリン、８．リボ。深緑の境界線は、APP が HCVF 保全を公約した
コンセッション。 
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http://www.eyesontheforest.or.id/doc/hcvf%20in%20gsk%20riau.pdf
http://eyesontheforest.or.id/doc/SmartWoodHCVFAssessmentReport_PulauMuda_Final1October04.pdf
http://eyesontheforest.or.id/doc/siak_full.pdf
http://www.eyesontheforest.or.id/doc/hcvfserapung.pdf
http://www.eyesontheforest.or.id/doc/Moratorium_Serapong_Siak_%20Riau_APP_28Oct04.pdf
http://www.eyesontheforest.or.id/doc/Moratorium_Serapong_Siak_%20Riau_APP_28Oct04.pdf
http://www.eyesontheforest.or.id/doc/Moratorium_Serapong_Siak_%20Riau_APP_28Oct04.pdf
http://eyesontheforest.or.id/doc/APP%20and%20Rainforest%20Alliance.pdf
http://eyesontheforest.or.id/doc/APP%20and%20Rainforest%20Alliance.pdf
http://www.rainforest-alliance.org/programs/forestry/smartwood/


HCVF 保全の将来と APP 社 
 
2006 年 6 月 20 日の WWF との公式な会合で APP 社は、インドネシアではこれ以上の HCVF 保全は公約
しないと述べた。APP 社は、リアウ州でのパルプ生産のため、毎年 8 万ヘクタールの自然林を消費
しており、この状況は近い将来まで変わらないと考えられる。リアウ州の、APP 社と直接関係する、
または関係が疑われるコンセッション内に今日存在する、HCVF である可能性が高い自然林は保全さ
れないままである。今後数年間に APP 社がこれらのコンセッションの外で木材供給のために依存す
る自然林にも、HCVF が含まれる可能性が高いが、これらもまた保全されないままである。APP 社が
操業している、または操業に関与している地域には、地元 NGO が具体的な懸念を表明している森も
ある。その多くは、泥炭土壌が深い地域にあるコンセッションである。 
 
リアウ州以外で活動するNGOも、APP社による影響に困惑している。ジャンビ州のＮＧＯであるワル
シは、合計 133,730 ヘクタールの新しい 6 つの木材植林コンセッション申請にAPP社が関与してい
ることを、大変懸念している12。これらには、ブキ・ティガプル国立公園に隣接する 3 コンセッシ
ョン、ブキ・ドゥアブラス国立公園に隣接する 1 コンセッションとBirdLife Internationalが生態
系再生のために保有しているコンセッションに隣接する 1 コンセッションが含まれる（地図 2）。こ
れらのコンセッションにも、HCVFが含まれる可能性が高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地図 2－ジャンビ州の APP 社コンセッション。既存の APP 社コンセッション（赤境界線）と APP 社が新規に
申請中のコンセッション（薄紫境界線）（データ元：ワルシ）。既存の APP 社コンセッション全てと、BirdLife 
International コンセッションより北にある新規申請中のコンセッションの中にある自然林の位置（Forest 
Cover 2005）は、2005 年のランドサット衛星画像を解析した。 
 
 
APP社とエイプリル社による自然林皆伐がリアウ州の野生動物に与える影響のうち、これまででも
最も悲劇的な事故が 2006 年はじめ、リボの森という地域（地図１の自然林地域の 8 番）で起こっ
たが、これらの事故に関して、2 社はきわめて対照的な対応をした。2006 年 2 月より、この森の近
くで、絶滅が危惧されるアジアゾウ（亜種名スマトラゾウ）と人間の衝突と、それによるゾウの死
や捕獲が続いた13。 これらの事故、またそれ以前にこの地域で起きた人とゾウの衝突やゾウの殺害
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http://www.warsi.or.id/
http://www.warsi.or.id/
http://www.wwf.or.id/tessonilo/Default.php?ID=926
http://www.wwf.or.id/tessonilo/Default.php?ID=926
http://www.wwf.or.id/tessonilo/Default.php?ID=926
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は、今では中央スマトラでも数少なくなってしまったスマトラゾウの住処の一つであるリボの森で、
合法性が疑わしく、野放し状態の自然林皆伐が続いていることと関係があると考えられる。アイ
ズ・オン・ザ・フォレスト（WWFと、リアウ州の 2 つのNGOネットワークであるジカラハリとワルヒ・
リアウが共同で、リアウ州の自然林で皆伐された木材を最終バイヤーまで追跡調査するプロジェク
ト)は、2005 年 3 月から 2006 年 3 月の間に、APP社がリボの森から木材を買ったことを 4 回確認し
ている。最新のケースでは、APPは、エイプリル社関連のBina Daya Bintara社のコンセッションか
ら木材を買っていた。このため、アイズ・オン・ザ・フォレストは、APP社とエイプリル社に対し、
リボの森での全ての自然林皆伐と木材調達を即刻停止するよう求めた14。4 月 13 日、エイプリル社
は、「われわれの活動がゾウの生息地と人間とゾウの衝突に与える影響がよりよく理解されるまで
は、Bina Dayaでの伐採を一時停止するという企業決断をした」と回答15。4 月 21 日、APP社は「エ
イプリル社のBina Daya Bintaraからは木材を調達しないという決断を全面的に支持する；この結
果、われわれも、この場所からの木材は受け取っていない。」と回答したものの、アイズ・オン・
ザ・フォレストが、リボの森からの全ての木材調達を停止するよう求めたことについては、回答し
なかった16。2006 年 4 月には、アイズ・オン・ザ・フォレストが、APPがリボの森の他の場所から
木材を購入していることを確認している17。 
 
 

APP の違法、合法性が疑わしい、または非持続可能な木材供給 
 
WWFは、APP社が違法材を使い続けていること、合法性が疑われる地区発行ライセンスに基づくコン
セッションに依存していること、また、泥炭土壌が深さ 3 メートル以上の土地にある自然林など、
法律で皆伐が禁止されている自然林の皆伐にも依存し続けていることに大変懸念を持っている。こ
のような木材供給を受け続けることにより、同社は違法な自然林転換に対して市場と動機を与えて
いるのである。WWFのForest Crime Unitによる抜き打ち検査によれば、APP社は 2004 年 7 月まで購
入を続けていた。ＷＷＦと地元の２つのNGO連合体であるジカラハリおよび ワルヒ・リアウが共同
で、リアウ州全体にある自然林で皆伐された木材を最終バイヤーまで追跡調査するアイズ・オン・
ザ・フォレスト（EoF）プロジェクトは、2005 年中にAPP社が 2 度違法材を購入している証拠をつか
んでいる。2005 年 3 月のEoFの調査21によれば、リボの森で違法に伐採されていた木材が 2005 年 3
月 17 日にトラック 1 台に積み込まれ、18 日にはAPP工場に運搬された。2005 年５月のEoFの調査22に
よれば、セネピスの森で違法に伐採された木材が 5 月 27 日にトラック 3 台に積み込まれ、28 日に
は同社の工場に運搬されている。また、EoF報告書によれば、2006 年 5 月までAPP社が、合法性が疑
われる地区発行ライセンス23に基づく木材を調達している24。中央政府は、このような木材供給を
“許可”する、合法性の疑われるライセンスを検証している。 
 
これに加えて、APP 社による植林開発は遅くて、標準以下なものである。リアウ州で既に 22 年間も
操業しているにも関わらず APP 社は依然として、木材供給の 70％を自然林の皆伐による混交熱帯広
葉樹で賄っている。APP 社は、植林には適さない泥炭土壌に植林しようとしており、これらの植林
が失敗しているという情報も、なんら驚くべきものではない。 
 
もし、仮に、同社がリアウ州のパルプ工場に植林材だけによる原料供給を行うための植林を緊急に
確保することができ、さらに現在ある植林が、工場の木材需要の 30%を生産し続けることができる
と仮定しても、WWFはリアウ州のAPP社が植林だけで操業できるようになるまでには、さらに 50 万
ヘクタール以上25の自然林を皆伐する必要があると推測する。2005 年、リアウ州には 270 万ヘクタ
ールの自然林が残されていた。APP社がパルプ工場をフル稼働し続けるには、この 5 分の 1 を伐採
しなければならないかもしれないのだ。 
 
APP 社が早急に 100％HCVF フリーな生産を行わない限り、リアウ州の自然林、そこに住むゾウやト
ラは生き残れないであろう。 
 
 

APP 社への WWF の要求 
 
WWF は、APP 社に対して、世界中に保有する、または関連する会社の全てにおいて、合法で、適切
に管理された植林材、及び／または、HCVF ではない自然林からの木材のみを調達するという、グロ
ーバルな木材供給方針を早急に採用、公表、実施することを求める。 
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